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高等学校における数学Web教材の開発 
～「記憶に残したい数学１００題」への取り組み～ 
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「楽しく学ぶ算数数学」プロジェクトを推進する高等学校部会では、高等学校の数学までの学

習を終えたもの（または、終えようとするもの）を対象に、自学自習できる Web 教材の開発に

取り組んでいる。その第一は、これまでの学習システム研究会で紹介した「大学の数学への架け

橋」である。（SIS-TEM,Vol.25,No.4,2003.3 及び SIS-TEM,Vol.26,No.2,2004.3）今回は「記憶

に残したい数学１００題」への取り組みについて資料を提示する。 
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１. はじめに 

小学校の算数、中学校・高等学校の数学の学習

を終えたもの（または、終えようとするもの）に

対して、１２年間の学習過程におけるある意味で

の算数数学の出口になるような教材を作成するこ

とにした。「ある意味での」と記したのは、完全な

ものを最初から作成しようとするのではなく、利

用しながら改良し、より良いものへと高めていく

ことから始める。何を基準に教材とするかについ

ては、メンバーのそれぞれが児童・生徒・学生だっ

た頃や、教壇に立って指導した経験の中には、算

数数学の問題との出会いが数多くあり、その内の

いくつかについて、いつまでも「記憶に残るもの」

がある。そんな問題の中から「記憶に残したい数

学１００題」を選んでみようということになった。 

２. 「記憶に残したい数学１００題（基礎
編）」の内容はじめに 

前述のように、極めてあいまいな方針から、先

ず、各々が記憶に残したい数学の問題を２０題ず

つ選び、２ヵ月後に持ち寄ることからはじめた。   

２月６日（土）１０時から、岐阜大学総合情報

メディアセンターにて実施した「楽しく学ぶ算数

数学」プロジェクト会議に引き続き、高等学校部

会では、それぞれが思い思いに「記憶に残したい

数学の問題」を持ち寄った。 

さて、それらを１００題に絞って、体系的にま

とめる段階になって、やはり「数学を教える立場

から」、算数数学の集大成として全ての領域を網羅

することを意識したものもあった方がいいのでは

ないかということになった。そして、「記憶に残し

たい数学１００題（基礎編）」ということでまとめ

ることにした。高等学校の数学の学習内容を大き

く分類して、解析学、代数学、幾何学、確率・統

計学とした。以下に、その学習項目を示す。 

Ⅰ＜解析学＞ 

１，二次関数 

２，指数関数と対数関数 

３，三角関数 



 ― 2 ―

ア ウ

Ａ

Ｂ
Ｃ 

Ｄ 

４，数列 

５，微分法と積分法 

Ⅱ＜代数学＞ 

１，数と式 

２，方程式と不等式 

３，論理と証明 

４，行列  

５，複素数平面 

Ⅲ＜幾何学＞ 

１，平面幾何 

２，三角比 

３，図形と方程式 

４，ベクトル 

Ⅳ＜確率・統計学＞ 

１，個数の処理、場合の数 

２，確率 

３，確率分布 

４，調査・統計 

３. 「記憶に残したい数学１００題（応用
編）」の内容 

誰もが一度は算数数学の問題を解いて「解けた

ときの感動を味わったことがある」と考えるのは、

算数数学の教育に関わるものの思い過ごしであろ

うか。少なくともこのプロジェクトを推進するメ

ンバーには、そんな感動体験が何度もあり、その

記憶を残したいという思いが今回の取組みであ

る。算数数学の学習体系にはあまりこだわらない

で、まさに感覚的な記憶を基にして選ぼうとする

のが「記憶に残したい数学１００題（応用編）」で

ある。以下にその取組みの一部を示す。 

（問題１）長さ１のマッチ棒を１２本使って面積が

９，８，７，６，５，４，３，２の図形を作って

みよう。 

（問題２）次の数列の一般項を求めてみよう。 

   1,1,2,3,5,8,13,21,34,・・・ 

（問題３）辺の長さがａの正方形と円弧でできた図

形のア、イ、ウの部分の面積を求めてみよう。 

 

（問題４）四辺形Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄが円に内接するとき、

次の式が成立することを証明してみよう。 

ＡＢ・ＣＤ＋ＡＤ・ＢＣ＝ＡＣ・ＢＤ 

 

（問題５）正の数ａｉ（ｉ＝1,2,・・・，ｎ）につい

て、相加平均 ≧ 相乗平均 であることを、ｎ＝

２のとき、ｎ＝３のとき、そして、一般に ｎ が

２以上の自然数のときについて証明してみよう。 

４．今後の課題 

改善を図るための試行として、 

①当面は印刷教材を作成する。 

②大学生の教養教材の一つとして活用し反応を見

る。 

③算数数学の教科指導担当者からの意見を聴く。 

これらのことを行い、併せてＷｅｂ教材として

の利用を図ることも、できるところから進めるこ

ととする。このような試行錯誤と評価改善を繰り

返しながら、より良いものへと高めていきたい。 


